
１ 児童と生産者のふれあい活動   ～食育体験学習と地域の力を生かした献立作成～ 
 

 ○計画的な農産物の活用 

   平成１６年４月から地場産物の供給体制を整え、町内産の農産物を学校 給食の食材として利   

 用しています。 

   この地場産物供給体制は本協議会で学校給食への地場産物活用の調整をした上、生産者と 

  ＪＡが年間出荷予定表を作成しています。給食センターでそれをもとに食に関する指導全体計画 

  を立て、それを受けて給食主任代表、給食センター所長、栄養教諭、調理員代表を構成メンバー 

  とした「献立作成検討会」で献立を作成した上で、地場産物を取りまとめてＪＡへ発注しています。 

  ＪＡは農家へ農産物出荷を依頼し、 

 ＪＡ立会いのもと品質、量を確認し、 

 給食センターに農家が直接納入して 

 います。天候の都合などで納品でき 

 ない時は、青果商組合（八百屋さん） 
 が協力をしてくださいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大根・ねぎ・人参・ほうれん草・ 米 

などたくさんの町内産を使用しています。    生産者とＪＡと栄養教諭（全労災のＨＰより） 
 

代表者： 小平 守 

所在地： 栃木県栃木市 

構成員： 都賀町区長、都賀総合支所、都賀教育支所、 

        都賀町生産者、とちぎ食育応援団・女性農業士、 

        都賀女性団体連絡協議会、都賀地域小中学校長、 

        都賀地域PTA会長、民生委員、栃木市農業委員、 

        よつば保育園、栄養教諭 

 

活動開始年月日：平成１６年４月 

都賀町学校給食地産地消推進協議会 
～地域の力を活かした地産地消学校給食と食育推進～ 

（平成19年度優良活動表彰 全国地産地消推進協議会会長賞受賞） 

取組内容 

～現在は、市町合併のため「都賀地域地産地消・食育推進協議会」として活動しています～ 

会長 小平 守（都賀町区長）  



○ 収穫体験と交流給食 

  食に関する指導全体計画にもとづき、１１月から１２月に生産者の方々に協力をいただき、じゃ 
 がいもの収穫体験と交流給食を町内全小学校の２年生の生活科の授業で実施しています。献立 
 作成においても、収穫体験で収穫した野菜を交流給食時の給食の献立に組み入れる工夫をして 
 います。 
  児童からは「野菜は嫌いですが、でも心を込めて作っている野菜なので尐しずつ食べていきた 
 い」。 生産者からは「子ども達の作文や歌声に感動して涙が出そうになりました。これからも子ど 
 も達のために野菜づくりを頑張らなくては」などの声があがっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 学校給食試食会と講習会の献立の工夫と広報  
  町内全小学校の１年生の保護者へは、６月に学校給食試食会、講習会、食育の授業参観を実 
施しています。そのときの献立も地域の農産物をできるだけ活用し、1年生対象の授業や保護者対
象の講習会では、その生産者の顔写真とコメント等を紹介しています。さらに、給食センターでは、    

 生産者や農産物とそれを活用したメニュー紹介などの食育だよりや献立予定表、ひとくちメモを発 
行しています。 
 
  ～合戦場小学校～           ～赤津小学校～             ～家中小学校～ 
  「昔を思い出します」    「家では野菜を食べない我が子が食べていました」「大きなお鍋で作るんだね」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「地元野菜の給食はおいしいです」   「農家の方は頑張っていたね」      「レシピを教えてください」 

 



２ 親子料理教室と郷土料理などの体験  
○ 親子料理教室 
  親子のふれあいと料理を作ることの楽しさ、食への感謝の心を育むとともに多くの人と協力す  
 ることを目的にPTAの事業と連携をして親子料理教室を実施しています。 
  また、都賀公民館において、地産地消の普及と食育を考える契機とすることを目的に、都賀地域
の親子による地元の特産物である苺を使ったクリスマスケーキづくりも行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     「わー！魔法みたい」      「こねこねして宇宙人を作ったよ」   「お母さんと一緒で楽しかったよ」 
 

○ 郷土料理と行事食の体験 
   中学校家庭科で栃木県の郷土食の「しもつかれ」、 
  行事食の「餅つき」の体験活動を実施しました。 
   「しもつかれ」は学校給食にも取り入れています。 
   「 しもつかれ 」 を家庭に持ち帰り食べた生徒からは 
  「弟たちも僕の作ったしもつかれを おいしそうに食べて 
 くれたのでうれしかった。私たちの手で、しもつかれを未 
 来に伝えたい。」保護者からは 「私も栃木で生まれ育ち 
 ながらしもつかれは作れません。子どもが郷土食に触れ 
 る良い機会になったと思います。」 
  などの感想をいただきました。 
 

３ 都賀食育フェスティバル  
   地元で生産された安心安全な農産物・農産物加工品を地元で消費する機会を提供し、地産地  
   消の普及を図るとともに、都賀地域全体の食育に関する意識の向上を図る目的で都賀食育フェ 
 スティバルを実施しています。いつも定員の100名以上の親子が来場して、食に関する講演や子ど 
 も達の発表に熱心に 聞き入って、地域の方々の作ったおいしい料理を食べたり、寸劇や踊りを見 
 て盛り上がります。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
    小学校4年生の発表の様子          寸劇の様子          地域の方々のおいしい料理 

キャプション 

キャプション 

しもつかれ 
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都賀地域地産地消・食育推進協議会  

   委員 栄養教諭 中田智子 

 

○所在地：栃木市都賀学校給食センター  

       栃木県栃木市都賀町家中8234 

○TEL：0282-27-2128 

 

＜最近の取組＞ 

平成23年12月作成 

写真 

キャプション 

 都賀地域では、毎年「まるまるまるごとつがまつり」を
開催しています。今年は11月20日（日）でした。給食セン
ターでもこの日、給食センターの敷地内で、給食試食と
パネル展示で参加しました。 

  給食試食の食券250枚は、一番早い人は、都賀地域か
ら嫁に行った娘の子どもに食べさせたいと45分前から並
ぶ方もいて、20分で完売してしまいました。学校給食を
食べた方からは、「昔なつかしい味を思い出しました。」
「地元の安全な野菜をたくさん使った給食をありがとうご
ざいます。子ども達はいつも安心な給食を食べられて幸
せです。」 などと好評でした。  

 また、パネル展示でもクイズとアンケートには187人の
方に答えていただき、「子ども達のために一生懸命いろ 
いろなことに取り組んでいただいている様子がセンター
内をみて良くわかりました。ありがとうございます。」 などの
意見が寄せられました。 

 

食券を買う行列  

給食試食の様子   

パネル展示の様子 


